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論 文 内 容 要 旨
現在,気象庁の津波警報システムは短時間で津波高さ ・到達時間を予測する最先端なシステムではあるが,そ
の運用における内容と精度の問題と関係 して新たな課題が明らかとなってきている.ひとつは,住民らの避難意
識の低下(住民側の課題)であり,もうひとつは避難勧告などの対応基準が曖昧なこと(行政側の課題)である.
これ らの諜題を解決するために,詳細で浸水域のような津波避難や対策に不可欠な予測情報を地域ごとに提供す
ることが重要である.そこで本論文では,実用的な精度を持つリアルタイム津波浸水予測システムを構築するた
めに,必要 となる条件設定や予測手法を明らかにすることを目的 としている.本論文は6章から構成されており,
その内容を以下に示す.
第1章では,序論であり,津波発生時の住民および行政での対応事例から津波予測情報の課題について述べ,
データベースや リアルタイム解析の研究レビューを行い,その課題を整理する事により,本論文の目的と構成を
明確にしている.
第2章では,リアルタイム津波予測における津波伝播解析に不可欠な断層パラメータの推定手法とその精度に
ついて検討した.津波波源に影響のある主要なパラメータを整理し,三陸沖を例として既往の地震 ・津波のリア
ルタイム観測データによる推定に伴 う誤差 やばらつきを評価することによって,本論文で提案するデータベース
の設定パラメータの考えやその範囲を議論する基礎データとした.これは,データベースの信頼性を上げる不可
欠な知見である.
第3章では,第2章 で評価された条件設定の誤差やばらつきが リアルタイム津波予測の精度に及ぼす影響につ
いて,数値実験により定量的な評価を行っている.その結果,地域ごとの津波予測には地震断層の傾斜角の影響
が特に大きいことを明らかにしている.我が国の近海で発生する大規模な地震は,プ レー ト境界型の低角逆断層
地震が多いが,現 システムでは傾斜角が一定値に設定されてお り,地域ごとの詳細な津波浸水予測では,精度の
低下を生じ得 ることを示 している.この結果は,津波予測を行 うシステムを構築する上で重要な知見である.
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第4章では,リアルタイム津波予測システムにおける予測手法の検討を行い,第3章 で評価 した条件設定に従
った約1900ケー スの断層を想定 した津波浸水予測データベースとリアルタイム津波伝幡計算による手法を提案
している.前者では,観測データにより,適切なケースを絞 り込み,推 定誤算も考慮した結果を出すことが出来
る.一方,後者は,観測データを説明できる最適な断層パラメータに修正して,その結果による津波浸水域の推
定を可能としている.明治三陸地震津波を対象としたケーススタディでは,予測 直の幾何平均値O.99および幾f可
標準偏差L18,浸水範囲についても過小評価 となるメッシュ数が最大で7%となる,実用的な精度と時間を有す
る予測手法を提案することに成功している(図一1).
第5章では,津波防災の現場での予測情報の活用 と,条件設定の不確定性を考慮 した予測情報の表示方法にっ
いて提案 した上で,リアルタイム津波浸水予測情報がもたらす効果について具体的な事例 として提案できた.こ
の提案内容は,防災対策の最前線 となる市の防災担当者 との意見交換を実施 したものであり,地震 ・津波発生時
における行政での対応だけではなく,ライフライン企業での防災計画づくりや日常的な防災教育での活用にっい
ても言及 している.
第6章では,本研究で得 られた結果を整理し,結論を述べている.
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図・1津波観測データを利用して時間の経過とともに津波高の予測精度が改善された例
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論文審査結果の要旨
現在,気象庁の津波警報システムは短時間で津波高さ ・到達時間を予測できる最先端なシステムで
はあるが,浸 水域のような津波避難 に不可欠な予測情報や地域毎に詳細な津波高 さを提供することが出
来ない.そ こで本論文では,実 用的な リアルタイム津波浸水予測システムを構築す るために,必 要とな
る条件設定や予測手法を提案することを目的としている.そ の内容 を以下に示す.
第1章 では,序 論である.
第2章 では,リ アル タイム津波予測における津波伝播解析に不可欠な断層パ ラメータの推定手法 とそ
の精度について検討 した,津 波波源に影響 のある主要なパ ラメータを整理 し,三陸沖を例 として リアル
タイ ム観測データによる推定に伴 う誤差を評価することによって,提案す るシステム設定の考えや その
範囲 を議論す る基礎データとした.こ れは,デ ータベースの信頼性 を上げる不 可欠 な知見である,
第3章 では,評価 された条件設定の誤差やば らつきが予測精度に及ぼす影響 について定量的な評価を
行っている.そ の結果,津 波予測 には地震断層の傾斜角の影響が特に大きい ことを明 らかに している.
我が国の近海ではプ レー ト境界型の低角逆断層地震が多いが,現 システムでは傾斜角が一定値に設定 さ
れてお り精度の低下を生 じ得ることを示 した.こ の結果は,津 波予測システムを構築す る上で重要な知
見である.
第4章 では,約1900ケー スの断層 を想定 した津波浸水予測データベースとリアル タイム津波伝播計
算による手法を提案 している.前者 では,観 測データにより,適切なケースを絞 り込み,推 定誤差 も考
慮 した結果 を出す ことが出来た.一 方,後 者 は,観測デー タを説明できる最適 な断層パ ラメータに修正
し,津波浸水域の推定を可能 としている.明治三陸地震津波を対象 としたケースでは,津 波高さおよび
浸水範囲 とも誤差が小さく,実用的な予測手法を提案することに成功できた.
第5章 では,津 波防災の現場での予測情報の活用 と,条件設定の不確定性 を考慮 した予測情報の表示
方法について提案 した上で,リ アルタイム津波浸水予測情報が もた らす効果にっいて具体的な事例とし
て提案できた.
第6章 では,本 研究で得 られた結果 を整理 し,結論を述べている.
以上の成果は,得 られ る観測データ毎に,信 頼できる津波浸水域を詳細に推定できる手法であ り,今後
の津波警報 システムの改良な ど津波工学の発展へ大きく寄与できると期待できる.
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認 める.
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